
中国高品質の熱は積層安全ガラスを浸した 

 

H焼けた焼きたてのガラスを食べる それは2人で作る 硬化ガラス によって 熱浸透試験 PVBフィルムまたはSGPフィルムの中間層と一緒に結合する。そのフラットにすることができます 加
熱浸漬強化ガラス 曲がった 加熱浸漬強化ガラス、PVB熱浸透強化ガラス、SGP熱浸透強化ガラス、透明熱強度強化積層ガラス、着色熱強化強化ガラスなどが挙げられる。

 

熱をかけた試験用ガラスとは何ですか？

熱浸漬試験ガラス（HST） 熱的に適用される追加のプロセスです 強化ガラス のみ。

焼き戻し処理後、再び温度が上昇し、温度が上昇してから自然冷却した後、280℃まで300℃に上昇し、不純物、泡などの欠陥品を含むガラスがあれば 自己爆発熱浸漬試験後、ガラス自己爆
発  レートはほぼゼロになります。言い換えれば、加熱浸漬した試験ガラスは、硫化ニッケル含有物の環境の変化であり、自己爆発 終わった 自己爆発、ガラスは安全です。

 

試験後の熱浸漬試験 toughenedガラス製造は、欠陥のあるガラスパネルを破壊する可能性があるが、この手順では100%の硫化ニッケル含有物の除去は保証されない。加えて、加熱浸漬
処理は、コスト、サイクル時間およびスクラップ率を増加させる可能性がある。

 

熱浸透試験のすべての作業は、熱強化された安全ガラスを強化プロセスに先立って実行する必要があります。

 

強化ガラスの特性：

1高強度。同じ厚さの強化ガラスの衝撃強度は、3〜5倍である アニールガラス曲げ強度は通常のガラスの3〜5倍である。

2セキュリティ。ガラスが外力によって破壊されると、破片はハニカムに似た小さな鈍角のled粒子になり、人体の損傷を軽減します。

3熱安定性。強化ガラスは良好な熱安定性を有し、通常のガラスの3倍の温度差に耐えることができ、200℃の温度差に耐えることができる °C.

 

T強化ガラス対強化ガラス 

強化ガラスは安全に壊れて重いボールの衝撃で破損する可能性がありますが、ガラス全体が一体のままであり、小さな顆粒がまだ中間膜に固着しています。強化ガラスは破損するために大きな衝撃力
を必要とする、一度壊れて、全体のガラス破裂無数の微粒子、フレーム内の壊れたガラスのわずかな量。

https://www.glassmanufacturerchina.com/jp/products/Wholesale-prices-heat-soaked-test-heat-strengthened-fully-tempered-toughened-glass-manufacturer.html#.XBt3fvmFfZ0
https://www.glassmanufacturerchina.com/jp/products/Tempered-Glass.htm
https://www.glassmanufacturerchina.com/jp/products/Clear-Float-Glass.htm


平らで湾曲した熱強度調整された合わせガラス 



どのように熱を浸した合わせガラスを生産するのですか？



熱 浸した 温かく ラミネート ガラス 応用




